
導入事例 ギガフォトン株式会社

製造業で活躍する産業用ロボットと同様！
事務用ロボットとしてBizRobo!活用を現場主体
で全社的に推進

（左から）佐藤 日出一 氏、藤田 法正 氏、菅野 広治 氏、坂庭 健史 氏、清水 洋輔 氏、赤沼 慶彦 氏、高谷 健太郎 氏、山中 辰将 氏
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Basic

CORPORATE PROFILE
社　名

事業内容

ウェブサイト

ギガフォトン株式会社

半導体リソグラフィ用、その他用
エキシマレーザ及び極端紫外線
（EUV）光源の開発・製造・販売

https://www.gigaphoton.com/

　栃木県小山市に本社を置くギガフォトン株式会社は、2000年に建設機械大手・
コマツ（株式会社小松製作所）の培ったレーザ製品技術開発における経験・実績
を継承するかたちで設立。以来、半導体素子製造に用いられる「リソグラフィ装
置」用の光源であるエキシマレーザを製品化。近年は次世代リソグラフィ光源で
ある、極端紫外線（EUV）光源の開発・量産化に取り組んでおり、従業員数は
681名（2019年4月1日現在）にのぼる。そんな同社においてRPA（ロボティッ
ク・プロセス・オートメーション）推進プロジェクトがスタートしたのは2018年1
月。BizRobo!ゴールドパートナーであるデジタルフォルン（当時、大洋システムテ
クノロジー）のサポートを受け、わずか半年足らずでBizRobo!の本格運用のス
タートを実現した。現在その活動は全社的な取り組みとして拡大し、今後は「全
部門に1人ずつのロボット開発者を育成すること」を目標に推進していく。

- 話を伺った方 -
取締役 専務執行役員 CIO 改革推進部長　
佐藤 日出一 氏
改革推進部 担当部長　藤田 法正 氏
改革推進部　清水 洋輔 氏
改革推進部　高谷 健太郎 氏

株式会社デジタルフォルン
RPA/AI/DataAnalysis&Connectionビジネス
ユニット　上席執行役員　ユニットディレク
ター　木村 岳洋 氏
（同ユニット）　HYBRIDE Consulting第3グ
ループ　グループマネージャーRPAシニアエバ
ンジェリスト　栗山 勇 氏

Highlight

導入当初から現場の各業務部門とともに検証・運用を実施

社内ポータルの運用やロボット開発者の進捗会など
全社へ向けた推進体制を構築

60体超のロボットが稼働、ファーストステップで
目標とした年間2,700時間の削減効果をクリア



ITによる業務改革のため「改革推進部」を発足導入背景
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サーバ型で統制がとりやすい
BizRobo!の投資対効果の大きさが決め手

　　　　 を
選んだ理由

迅速かつ充実したベンダーサポート
により安定運用へ

　BizRobo!導入の決め手は、同社利
用の情報システムに対する認識率の高
さ。検証・比較の結果、BizRobo!が
最も優れていた。また全社展開を見
据えていたため、サーバ型で統制が
とれる意義は大きかった。
「稼働数が増えていくことを考えれ
ば、クライアントごとにライセンス費
が発生する他社ツールに比べ、サーバ
で稼働するロボットの同時実行数に応
じ て ラ イ セ ン ス 料 が 設 定 さ れ る
BizRobo!は中長期的に見てコストを抑
えられます。いくつかの部門への導入

で得られる工数削減効果だけでも、十
分に投資回収できると見込みました」
（改革推進部・藤田法正氏）
　約3カ月の導入検証後、社内起案を
経 て 、 社 内 インフラ構 築 を 開 始 。
BizRobo!ゴールドパートナーである株
式会社デジタルフォルンによるカスタ
マー研修も展開した。「実際の現場課
題を教材に研修を行なっていただい
たので、開発ロボットはすぐに実業務
に活用できました。また、当初はロ
ボットの不安定さが課題でしたが、デ
ジタルフォルン様に設定のコツ等をご
教示いただき、安定して運用できる
ようになりました」（藤田氏）
　研修終了後も、ロボット開発の過程

で動作がうまくいかないなどの課題
が発生した際は、デジタルフォルンが
メールやweb会議でサポートした。
「立地上すぐにご訪問して対応する
ことが難しいため、実際の動作を見
ないと判断できない場合は、Web会
議の仕組みを利用して、画面を確認
しながらサポートさせて頂いておりま
す」（栗山氏）

パソコンによる事務作業の効率化に
RPA導入を検討

　ITを使って業務改革を行っていこ
うというミッションのもと、社内に
「改革推進部」が立ち上がったの
は、2017年4月。改革推進部長（取
締役、専務執行役員CIO兼務）の佐藤
日出一氏は新規部門発足の狙いを次
のように話す。「近年、当社は海外
の販売・サービス拠点を拡大していま
す。国内外のお客様の装置メンテナン
スを行うカスタマーサポートを筆頭
に、さまざまな部門における業務効
率化はかねてからの課題でした。そ

こで全社的に、合理的かつグローバル
なIT化を進めていこうと改革推進部
が立ち上がりました」（佐藤氏）
　パソコンによる事務作業の自動化
ツールとしてRPA導入を検討し、翌

2018年1月、その検証チームとして推
進プロジェクトを発足。パソコンを
使った定型業務の多い主要部門を
ピックアップし、3種類のRPAツール
の検証・比較を行なった。

佐藤 日出一 氏

藤田 法正 氏
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全社的な管理体制の整備のため
社内ポータルを運用

　全社的な展開にあたり、同社では実
質的なロボットの開発・運用等を各業
務部門で行っている。その理由を清水
氏は「各業務部門で対象となり得る業
務・作業が発生したときに、さっと気
軽にロボットを開発してもらう状況こ
そが理想的だと考えたから」と話す。
　RPA活用の取り組みは「3本の矢」
をもって推進した。1本目の矢は「社
内 ポ ー タ ル サ イ ト （ ナ レ ッ ジ サ イ
ト）」。アップデートやアクセスがし
やすく、他業務でも社内情報共有に使
用しているMicrosoft「Office365」
を用いた社内ポータルサイトを作成。
各部門が円滑に開発を進めるため、最
低限の情報共有や管理を行う体制を整

えた。運用中の社内ポータルでは、改
革推進部で標準化したルールを公開。
それを社員に共有するほか、BizRobo!
の申請作業も行えるようにしている。
「申請作業というのも、あくまで社内の
稼働状況を把握するために行ってもら
うもので、開発の可否は各部署の責任者
が開発にかかる社員のリソースを把握・
判断して行っています」（清水氏）

　さらに、ナレッジサイトの他にロ
ボットの管理台帳も置き、稼働状況を
チェック。管理台帳では業務時間の削
減効果も算出しており、ファーストス
テップで目標とした年間の削減効果の
2,700時間もクリアでき、業務効率化
は順調に進行している。
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全部門を対象に約60体のロボットが稼働対象業務

ファーストステップで目標とした
業務時間2,700時間削減をクリア

導入効果

単純なチェック作業も、
ロボットだと気軽に任せられる

　本格的なロボット開発の始動から現
在までに、生産部門・カスタマサポー
ト 部 門 ・ 開 発 部 門 ・ I T 部 門 等 で
BizRobo!を活用。稼働するロボットの
数は約60体にまで拡大している。特
にウェブサイトを用いて何かをチェッ
クするような業務との相性がよく、
例えば開発部門では「パラメーターを
変えて、シミュレーションソフトでひ

たすら処理を行うような業務があ
り、これまでは人間が行っていた
が、今はBizRobo!にお任せしてい
る」と改革推進部・清水洋輔氏。
「人間だととてもやりきれなかった
ようなチェック作業もロボットだと気
軽に任せられます。単純な繰り返し
業務をBizRobo!に代替したことで、
社員がより複雑で付加価値の高い業
務に時間を割くことができるように
なったと感じます」（清水氏）

清水 洋輔 氏



BizRobo!を「製造現場での産業用ロ
ボットと同じような事務用ロボッ
ト」にしたい

　デジタルフォルンの栗山勇氏は「一
般的なRPA推進プロジェクトはIT部門
の役割を担う担当者のこだわりが強
すぎて、プロジェクトの推進にブレー
キをかけてしてしまうことがありま
す。しかし清水さんたちは現場課題
を知る業務部門に入り込み、当初か
ら協調して進めてきた。それが成功
の秘訣」と話す。

　今後について清水氏は「時間的な
削減効果だけを目標にしているわけ
ではない」と語る。別の目標とし
て、全部門に1人ずつのロボット開発

者を育成することにより、クイックに
業務を自動化できる環境を目指して
いる。
「すでに “産業用ロボット”が製造現場
の業務に十分溶け込んでいるのと同
様に、事務用ロボットとして “労働者
を1人増やした”くらいの気持ちで
BizRobo!を使ってほしい。製造部門
に設備の導入・保守を担当する課が
あるように、我々改革推進部でも、
事務部門に適応できるBizRobo!の導
入・保守体制の整備に注力していき
たいです」（清水氏）
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全部門に1人ずつのロボット開発者を育成したい今後に
ついて

対面の場で、垣根なく活発な情報・
ノウハウの共有を図る

　2本目の矢は、前述の「充実したベ
ンダーサポート」。そして3本目の矢
が、隔週で行っている「ロボット開発
者の進捗会・開発会」だ。
「全社的なロボット開発となると、ど
うしても部門間で進捗に違いが生じ
るものです。そこで各部門のノウハウ
を互いに共有し、ロボット開発者全体
のレベルを上げる必要があると考え

ました」（清水氏）
　 進 捗 会 ・ 開 発 会 に は 各 部 門 の
BizRobo!担当者が集い、そこで開発
者同士、ワイワイガヤガヤと垣根なく
活発に情報・ノウハウの共有が図られ
る。清水氏とともに改革推進部で同
プロジェクトに参画する高谷健太郎氏
も、これらの取り組みにより「現場
からのリクエストが増え、社内におい
て『BizRobo!を使ってみよう！』と
いう期待度・認知度が徐々に上がっ
てきた」と話す。

ロボット開発者の進捗会・開発会を実施現場の声

高谷 健太郎 氏

お問い合わせ：RPA テクノロジーズ株式会社は日本国内 No.1 の RPA 事業実績とノウハウを提供する
デジタルレイバー専業カンパニーです。「楽しい時代に進化する」ことをミッションに
挙げ、BizRobo! を提供することにより、誰もが当たり前に使えるデジタルレイバーの
普及・一般化を加速していきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

RPA テクノロジーズ株式会社　〒105-6308 東京都港区虎ノ門 1-23-1 虎ノ門ヒルズ 森タワー 8 階 Tel 03-5157-6370　Fax 03-3592-1004


